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「プッシュ型子育てサービス」プロジェクトとは

東京都版子育て支援制度レジストリを構築し、民間事業者さまとの連携によって、アプリから
必要な情報が先回りで届き、３つの●●そびれ（知りそびれ・申し込みしそびれ・貰いそびれ）
をなくします。

GovTech東京が、自治体の子育て支援制度について、東京都版子育て支援制度レジストリを
整備し、東京都 オープンデータカタログサイトに順次公開しています。
民間事業者の皆さまにオープンデータを活用いただき、アプリ利用者のニーズに応じた給付金

等の最適な情報を配信します。

＜プッシュ型子育てサービスイメージ＞
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https://catalog.data.metro.tokyo.lg.jp/dataset/t134211d0000000001
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プッシュ型子育てサービス 取組状況

➢ 都内全域で、プッシュ型で情報配信できるよう環境を整備

• 都内62自治体及び東京都の｢子育て支援制度レジストリ｣を
 国と連携して整備

• 約7,400 制度をオープンデータ化

➢ 国は、全国版の「子育て支援制度レジストリ」を整備中

➢ 先行プロジェクトでは、レジストリを活用したプッシュ配信を実施

•  ６自治体（千代田区、豊島区、葛飾区、江戸川区、町田市、瑞穂町）で、こどもDX推進協会の

会員事業者９社の協力を得て、プッシュ配信

プロジェクト開始からの取組
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約7,400
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レジストリへの掲載制度数
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※ 上段は2024年3月より参画、下段は2024年8月より参画
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63
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レジストリ整備自治体数

一部改変：第３回東京こどもDX2025つながる子育て推進会議



先行プロジェクト実施結果

プッシュ型子育てサービス 結果や成果

プッシュ配信の満足度

3.9点（5点満点中）

➢ 子育て当事者の利便性向上に向けて、官民でのレジストリの活用促進や、掲載情報の更なる拡充

➢ 自治体の負担軽減のため、産学官で連携し、レジストリの更新作業を補助するツールの開発

➢ 民間事業者がさらに活用しやすくなるよう、レジストリを改善

今後の取組

閲覧者のうち自治体HPリンクを
クリックした割合

31.6％

自分で情報を探す場合と
比べて時間を短縮できたか

先行自治体の声

独自の公式LINEでも

レジストリを活用
したい

レジストリ更新に
係る作業負担を軽減

してほしい

制度情報書き起こしに

かかる時間が減った

 レジストリの記載内容

がわかりづらい等、

改善の余地がある

予防接種の通知で、
思い出せた

保育園から小学校
まで、子ども関係の
事柄をすべて集約
したようなアプリが

あるとよい

情報配信数

58,300 (94制度)

制度情報の書き起こしの
削減時間 (1制度あたり見込み)

子育て当事者の声 参画事業者の声

プッシュ配信継続意向あり

5社

4

62.5%

12.5%

25.0%

■3分未満・5分・15分・30分・1時間以上の回答を合計
■減ったと感じない   ■わからない

時間短縮
できた割合

 62.5％
66.7%

33.3%

■~29分・30~59分・60分以上の回答を合計
■削減効果なし

時間短縮
できる割合

 66.7％

出典：第３回東京こどもDX2025つながる子育て推進会議
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